
















































乙のr5 -b Jをセンターラインとして東西南北IC3m正万グリフドを 18区画設定レfこ。南
北iと並ぶグリフド列の単位を東から西へa'b・C . dと表示し，東西の列の単位を南から北

















同 博士課程 1年 中村友間
同 修士課程 2年泉拓良





(第 1次)昭和 48年7月23日-9月 10日
(第 2次)昭和48年9月17日....1 2月9日
(第 3次)悶和49年 7月10日-10月12日












屈は厚さ約 15cmで固くしまった赤羽色土居である(第4図⑤周・図版畑一 1 1層上〕。
遺物包含度が比較的少往く，土器片・瓦片のほかは貨銭の出土がみられる。部分的lと乙の周の
上K灰褐色の近世層がある(第4図③・@・⑤眉，図版Xll-1 IV層〕。中間部の褐色土屈は
平安時代の土居片・瓦片を包含する周で厚さ約 50 c m.部分的には 3眉K分けられる(第4

























?? 遺 構 (第2図・第 3図〕
遺憎が顕著lζ発見されたのは，歴史時代iとおいては平安時代遺構，先史時代lζおいては縄文
時代遺構である。
(1 ) 平安時代の遺精〔第 2図，図版XI-2 ) 
平安時代の遺物包含眉は大きく 2周に分かれ，上周は平安時代末期，下周は平安時代後期の
遺物を主体としている。乙の下層上面K遺構が検出される。真北グリ y ド応対し約 10度東へ
痕った方向を南北とし，乙れIζ直交または平行する幾筋かの帯状遺構である。稗は幅 25cm

















































Aタイプは 1 1号.n号・ E号・彊号で，人頭大の自然石を 20-30個用いでほぼ円形お
よび情円形lζ密集させているものである。中陀は積石状に石を重ねているものもみられ，立体
的な構造をもっ。径約1.0-1.3mで大きい。

















































































XI -1 )。 乙れは農学部総合館建設地の調査で平安居から出土しており，おそらく同穏と思
われる。平安時代の前期のもので平安宮跡などから出土例が知られている。
調査地域内の平安周からは下万第E眉より軒丸瓦2個が出土している。ともK複弁蓮華文様


























薄手の土器。北白川下層 i式K相当する。第 3次調査で 1片発見された。図版iとは掲載してい
なL、。
②前期末の土器〔図版V-1 ， XXX -5) 
厚き 4mmで純文地iζ貼付けた低い突帯の上に爪形を施した土器で，ロ緑内面K段状iζ肥厚
しfこ純文得を有する。口綜上端陀はア Jレカ凪貝殻頂部陀よる圧痕を有する。京大農学部発掘調

















1・2・4，Y-7-9)と， <びれない深鉢形(1 -3 )がゐる。 g'j面処理では，表裂を
巻員でゐ質調整し横ナデした土器(1 -1，塑棺E・I・Y) ，ヘラ削り状の砂粒の動きが
みられる調整をし軽く磨いた土器(配石Wの型棺)，幅 4~5mmの平滑な工具で磨き状の
調整をした土留(聾棺N)，全面iζ縄文を抱した土問(1 -3， Y ー 7~ 9 )，街状工具ま
たはヘラ状工具による条線を全面iと施した土器(1 -4 )などがゐる。口縁部を肥厚ないし
内喝させた土器(Y ーマ ~9 ，配石WのまE倍)は，京都市北白川小倉町遺跡iζ類例があり，
その他の型棺と比較して時期のやや下る可能性がある。
第2類 口縁部及び胴部iと純文を有する深鉢形土器〔図版 !.n-5-8，V-




工具(1 -6 )，ヘラ状工H，体状工具 (Y-13)などで，縦伝いし斜めに文慌を描く土
器もある。平直な口綜が波状口録よりもやや多L、。 1-7は胴部のL←R，Rの制文が縦走向
で， Y -1 2は胴部のL← r，rの縄文が横走向で共iと例外的である。 r-8は盟倍nであ
る。
第 3類有文深鉢形土器(図版s • 1 -9.......23. Y....四一 15....57. XlYsl -4 ~ 7 ，以E
-1~7 ， XXX-l， XXl-2，畑一 l・2) 
文様と器形から 3種に分類した。
A庖 頚部のくびれた深鉢形を呈し，文掠侍が口縁部・頭部・胴部iζ分帯している土2:}(図
版n-9 ~ 1 5， 1 -1 7....2 2， Y・'1. ¥1I-1 5-4 4 )。外面K肥厚した幅の広い口縁部
を有する土器 (A1 種=Y-15~17 ，以)3-2)，上部lζ肥厚した幅の狭い口縁部を有する
土器 (A2極=Y-18・19 ，!-18，XX四一 5，以刃ー 2) • 口縁部の幅は前2
者の中間であって，やや内侍した口縁部を有する土O3(A 3屈=ll-9・10・12~15 ， 1 
-17，刊-20-37， x咽-4・6・7，以立ー 1・2，XXl-2， XXXII-l)，幅狭く
立った口縁部iζ1条ないし 2条の沈線を描き，胸部lζは純文地iζ太い沈線で文様を描いた土
器(A4種=m-19.......22 I 四一38....4，沼1X-4・6，沼畑一 1)，口緑内i乙文徳借を
-11 -
持つ土保 (A5種D-ll，XlX-3)の5極類応分類しうる。 1-22は口縁部文様がA
4茜でゐるが，全面刷毛白状調整を施し，頚部を磨消した土器て・ある。 n-1 1は胴部11:L 
←R， Rの縄文が縦iζ走向する。 A4種は関東地方の堀之内 I式Iζ類似するが， I -1 9， 
1 -2 2は若干異る。
B極頭部文傑帯を持たない磨消縄文の深鉢形土器〔図版n-1 6. 1 -2 3. W -4 5--
50，以1:(-5 ・7，氾C(-1，X澗一1・2)，理一 45は縄文地lζ太い沈線で縦の連彊文
を描いており， A 4種と同じ作りである。四一46・47・48は，やや細い沈線で文禄を描き，
細い縄文を充填した土器で，四一 46は刻目隆帯が縦iζ走る。 n-1 6は四一451と類似し
た刺突文と縄文地lζ沈線の文傑とを口縁部民有し，口縁部の作り方はn-9と共通である。
1-2 3は無節の縄文地に渦文を描いた口頭部の分得しとZい土器で，口縁部内面の段状肥厚





第4類無文浅鉢形土器(図版 Eー 24・25， :0畑一2) 
















第7類 以上の類に属さない土~，および慰形が明確でない土留を一括した〔図版 1 -26. 
IV -3ト 38，彊-6 5-7 1， XXX -3 ，ロXJ[ー 2・4-6)。
磨消純文を有する土器(四一65-67)のうち，四一 66・67は第3類A種の胴部の可能
性もあるが文様や沈線が異っている。櫛状工具で弧状文を繍く土8lJ(四一 68・69)は注口
土鵠・壷形土認の岡部であろう。 ¥1ー 70 (政XJ(-2)は表裏1:'刷毛目状調整を施す主総で，
刷毛白状調整痕は1-22とIV-361ζ も見る。後2者の裏面は横ナデしており， JP!J毛目も
若干異る。VJl-71は巻員の回転施文による擬縄文であり，器形は第2類lζ類似する。底部
























2点はともに，厚さ 2.0c m.端部径 2.9c m I 中央部径 2.3c mである。他の 3点は前者
よりやや小型であり，残存状態の良い2点はともに，厚さ1.8cm.端部径 2.1cm.中央部














石践の大きさは 1 1.5cmから 2.5c mのものが大部分を占める。重量は，平話式の 3点が










3点出土しており， 2点は定角式石斧， 1点は乳棒状石斧である。定角式石斧の 1点は変成
岩製で刃部の破片である。他の1点は硬質砂岩的な石材で刃部を欠失する。残存部は，最大幅




5. 4 c m X 2. 3 c m， 8 gの大型である。横型は 2点で，いずれも 1g以下の小型である。
⑤不定形削恕
2点出土しており，石材はすべてサヌカイトである。 1点は，長さ 2.6c mの細長い釦j片の
長辺K刃をつけたもので，他の 1点は半径 2.5cmの8分の l円の扇状剥片の長辺から短辺に
かけて刃をつけたものである。
⑤石錐(図版 XXXV-1 ) 
棒状の石錐が3点出土している。石材はすべてサヌカイトである。長さはそれぞれ3.9cm， 
2.9 c m， 2. 6 c mでゐる。
①磁石〔図版XXXV-6・7)
4点出土しており，敵打痕を円擦の扇平な面に有するものと，側面lζ待状i乙有するものとが
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後期前葉第2類8 第3類(A 3種 9・10 ・ 12~15 ， A5 種 1 1 ， B種 16 ) 
図版E 縄文式土器実損IJ図
， ， ， ， 
。 20cm 
後期前葉第3類(A 2種 18 ，A 3種 17 ， A 4種 19--22，B種 23) 第4種



























前期末 1 中期前葉 2 中期中葉 3・4 中期末後期初頭 5・6
"'9 第 2類 1O~ 1 4 第3類(A 1種 15--17，A2種 18・19 ) 
図版H 縄文式土器実測図
o 10cm 
後期前葉第3類 (A3種 2O~ 3 7 ) 
図版刊 縄文式土器実測図
10cm 
後期前葉 第3類 (A4種 38"'-'44，B種 4S--S0，C種 51 ) 
図版珊 縄文式士昔日実測図
後期前葉第3類(c樟 52.........57)









































.土器総数比率 (100% 21938片)園出録部数比率 (100%1583片J
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